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同窓会会報

理学部同窓会の今後益々の発展へ向けて

異常気象に思う

　　　

岡山大学理学部同窓会　別表
名　称 地域名 設立年月日 代表者 連絡先

岡山大学理学部同窓会 本部 平成 24 年 3月5日 会長
富岡　憲治

理学部事務室
086-251-7764

岡山大学理学部同窓会
関東支部

関東地区
（東京，千葉，神奈川，埼玉，
栃木，群馬，及びその周辺）

平成 30 年 4月1日 代表幹事
米森　重明

米森　重明
090-5330-2391

岡山大学理学部同窓会役員名簿
令和７年４月 1日現在

役員 　氏　　　名　 所属等 会員（担当，◎は主）
会長 富　岡　憲　治 名誉教授 第 1・3号
副会長 阿　保　達　彦 理学部長（教授） 第 3号
理事 鳥　居　　　猛 数学科長（教授） 第 3号
理事 池　畑　秀　一 名誉教授 第1号
理事 横　谷　尚　睦 物理学科長（教授） 第 3号（会計）
理事 味　野　道　信 グローバル人材育成院教授 第 1号（総務）
理事 甲　賀　研一郎 化学科長（教授） 第 3号
理事 岡　本　秀　毅 化学科准教授 第 1・3号（広報）
理事 川　本　平　山 全学同窓会理事（化学科） 第 1号（◎総務）
理事 坂　本　浩　隆 生物学科長（教授） 第 3号
理事 茶　谷　悠　平 生物学科准教授 第 1・3号（広報）
理事 寺　﨑　英　紀 地球科学科長（教授） 第 3号
理事 野　坂　俊　夫 地球科学科准教授 第 1・3号（総務）
理事 横　谷　尚　睦 附属界面科学研究施設長 第 3号
監事 門　田　　　功 副学部長（教授） 第 3号
監事 近　藤　　　慶 副学部長（教授） 第 3号

（事務局　三村　涼子　　理学部事務室長　第 3 号）

今年も岡山大学 Alumni（全学同窓会）東京支部総会に続き、理学部同
窓会関東支部総会が開催され、昨年を超える参加者が学部・学科と世代の
壁を超えて楽しく有意義な交流の場となりました。今年は鈴木副学長（化学
科）、阿保理学部長（生物学科）の特別参加で大いに盛り上がり、また就職・
進学して間もない若い世代の参加も多数あり喜ばしい限りです。同窓生の皆
さんは、＜岡山大学ホームページ＞の＜卒業生の方＞から同窓会各支部（東
京、関西、広島、愛媛県、東海）の案内をチェックして先輩・後輩を誘い合
い同窓会の扉を叩いてください。多くの先輩が皆さんを待っています。
　　　　　　　　 岡山大学 Alumni（全学同窓会）理事  　川 本 平 山
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会員の皆様におかれましてはいかがお過ごしでしょうか。今年は6月中に梅雨が明け、そして猛暑が
連日続いています。毎年のように異常気象が続き、いったいこの先どうなるのか予想もつかない状況
です。ヨーロッパでは40℃を超える熱波が襲い、アメリカ・テキサス州では豪雨による大洪水が発生し、
ともに多くの死者を出しています。ほかにも世界のあちこちから異常気象による災害のニュースが後を
絶ちません。地球温暖化がその背景にあることはだれもが認めることでしょう。

先般、朝日新聞が、地球温暖化に関する日本人の意識調査の結果を報じていました。それによると、
「今起きている気候変動の影響を心配している」と答えた人は81％で、これは世界の平均（74％）よ
りも高く、前回の調査に比べても12％上昇したそうです。このように危機感が高まっているにも拘らず、

「個人が今すぐ気候変動に対処する行動を取らなければ次世代の期待を裏切ることになる」という問
いかけに「同意する」と答えたのは、40％で調査対象32か国中最低だったとのこと。前回から19％
も下落しているようです。

つい先ごろ、吉野源三郎の「君たちはどう生きるか」を読んで、大いに感動しました。これは戦争
の気配がだんだん濃くなりつつあった昭和12年に、少年少女のために書かれた本ですが、今なお読む
べき本の一つでしょう。自己が中心の世界から世界の中の自分という捉え方への転換、様々な問題と
どう向き合うか、を主人公のコペル君の振る舞いや考えを通して、読者に語りかけます。そして、最後に、

「君たちはどう生きるか」と問いかけるのです。まさに、この気候変動に対して、わ
・ ・ ・

たしがどう対応する
のかが問われている、と厳粛な気持ちになりました。どう対応するべきか、それを考える糧は大学で
の学びが発端となっている、としみじみと感じています。

岡山大学理学部長

阿保　達彦

７月19日土曜日夕刻に東京で開催されました理学部同窓会関東支部交流会に参加しました。新
橋駅前の「とっとり・おかやま館」２階に年代を超えた23人が集い、あるいは旧交を温め、ある
いは新しい知己を得、楽しい時間を過ごしました。当日昼間には岡山大学Alumni（全学同窓会）
東京支部総会も開催され、こちらは学長、現役学生をはじめ、岡山大学第１期卒業生も含め100
名に及ぶ参加者が交流を深めました。

昨今、様々な組織で縦のつながりが希薄になってきていると言われます。上下関係の煩わしさ
の忌避やプライベートを重視する風潮が影響しているのでしょうか。ですが縁あって同じ岡山大
学理学部で時を過ごしたという経験の共有は、ややもすれば実益のみを追い求めがちな現代社会
の人間関係の中で、心の底から安心して付き合える貴重な要素になるのではないでしょうか。そ
して、さらにはそこから何かしらの新しい活動が生まれるかもしれません。

今回理学部長を拝命したことで、東京における同窓会に参加する機会を得、幹事の皆様に感謝
するとともに、このような思いを抱いたところです。古きを温めて新しきをともにつくる、そん
な同窓会を皆様とともに目指していきたいと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。■編集後記 岡大LOVE愛・同窓会活動の新たな展開

岡山大学理学部同窓会 会長　
（昭和 53 年理学部生物学科卒業）

富岡　憲治

2025.7.30　  理事会開催
2025.7.19　  理学部同窓会関東支部総会・交流会開催
2024.11.2　  理学部同窓会を開催
2024.8.1  　　理事会開催
2024.7.21　　理学部同窓会関東支部総会・交流会開催
2023.10.21   理事部同窓会を開催
2023.7.28　　理事会開催
2023.7.22　　理学部同窓会関東支部総会開催
2023.5.15 〜 5.19　理事会（メール会議）開催
2022.12.19 〜12.23　理事会（メール会議）開催
2022.10.22　理学部同窓会を開催
2022.9.27 〜 9.30　理事会（メール会議）開催
2022.7.23　  理学部同窓会関東支部総会開催
2021.10.8 〜 10.12　理事会（メール会議）開催

2021. 9.29 〜10.4　理事会（メール会議）開催
2020. 8.7 〜 8.17　理事会（メール会議）開催
2019.10.26　理学部同窓会を開催
2019. 9. 4　　理事会開催
2019. 7. 27　 理学部同窓会関東支部総会を開催
2019. 5. 22   理学部同窓会関東支部交流会を開催
2018.10.20 　理学部同窓会を開催
2018. 7.28　   岡山大学 Alumni（全学同窓会）
　　　　　　　　東京支部、各学部支部と合同総会・交流会
2018. 7.25 　理事会開催
2018. 4. 1 　　理学部同窓会関東支部設立
2017.10.21　理学部同窓会を開催
2017. 7.26　  理事会開催
2016.10.22　理学部同窓会を開催

2016. 9. 7  　 理事会開催
2015.10.17   理学部同窓会を開催
2015. 9. 2　   理事会開催
2014.11.20   理事会開催
2014.10.18   理学部同窓会を開催
2014. 8.21     理事会開催
2013.10.19   理学部同窓会を開催
2013. 9. 4      理事会開催
2013. 3. 6　   理事会開催
2012.10.20　設立記念総会並びに懇親会開催
2012. 7. 4　   理事会開催
2012. 5.25　  ホームページを公開
2012. 3. 5　　岡山大学理学部同窓会設立

▼活動報告

【会則】平成24年３月  ５日　制定　
　　　　　  平成30年７月25日　改正
　　　　　  令和６年８月１日　改正

（名称）
第１条　本会は、岡山大学理学部同窓会（以下、「本会」という。）と称する。 

（目的）
第２条  �本会は、会員相互の親睦・情報交換、並びに資質の向上を図り、併せて岡山大学理学部及びそれに関連する研究科の発展

を目的とする。
（事業）
第３条　本会は、目的を達成するために次の活動を行う。
　一　総会の開催
　二　会報の発行 
　三　会員名簿の管理 
　四　その他、本会の目的達成に必要な事項 

（構成）
第４条　本会は、所在地を岡山市北区津島中三丁目１－１岡山大学理学部内に置く。
２　本会は、事務局を設け、事務職員を置くことが出来る。
３　本会は、必要な学科並びに地域に支部を設置することができる。支部には代表者を置く。

（学科同窓会）
第５条　�本会は、学科及びそれに関連する大学院卒業者で別に組織する同窓会（以下「学科同窓会」という。）と連携協力を得て、

本会の事業を行う。
（会員）
第６条　本会は、次の項に掲げる会員をもって構成する。
　一　正会員
　　　岡山大学理学部及びそれに関連する大学院の卒業生・修了生
　二　学生会員
　　　岡山大学理学部及びそれに関連する大学院の在学生
　　　学生会員は、卒業することにより正会員となる。
　三　特別会員 
　　　岡山大学理学部及びそれに関連する大学院の教員及び技術職員並びに事務（室）長として在職した、又は在職する者 
　　　その他、理事会において入会を認めた者
２　本会の会員は、氏名・住所・電話番号・勤務先・メールアドレスなどの変更が生じたときは、本会事務局に届け出るものとする。

（学科同窓会の会員）
第６条の２　学科同窓会の会員は、本会の正会員に準じて取り扱うこととし、その取扱いは別に定める。

（役員）
第７条　本会に、次の役員をおく。 
　一　会長　　　　１名 
　二　副会長　　　１名
　三　理事　　　　若干名
　四　監事　　　　２名 
第８条　役員の任務を次のとおり定める。
　一　会長は、会務を総括する。
　二　副会長は、会長を補佐し、事務局を統括する。
　三　理事は、会長に協力し、会務を執行する。
　四　理事は、各学科会員を代表し、本会と各学科会員との相互連絡にあたる。 
　五　理事は、本会の目的達成に必要な役務（総務・会計・広報・名簿管理等）を分担する。 
　六　監事は、会計及び会務を監査する。
第９条　役員の選出方法は次のとおり定める。
　一　会長は、会員の中から推薦するものとし、理事会で選出する。
　二　副会長は、岡山大学理学部長をもってあてることとする。 
　三　理事は、学科毎に学科長を含めて２名程度とし、理事会で選出する。 
　四　監事は、理事会で選出する。 
　五　会長、副会長、理事、監事の任期は2年とし、再任を妨げない。 

（会議）
第１０条　会議は、総会、理事会及び役員会とする。
第１１条　総会は、本会の重要事項について審議が必要な場合において、理事会の議を経て、会長がこれを召集する。
第１２条　理事会は、会長、副会長、理事及び監事を以って組織し、会長がこれを召集する。
２　理事会の議長は会長または副会長があたる。
３　理事会は、年1回以上開催し、次の各号に掲げる事項を審議する。  
　一　会則及び施行細則の改正に関する事項。 
　二　会務及び業務報告に関する事項。 
　三　決算承認及び予算の議決に関する事項。 
　四　その他、役員会において必要と認めた事項。
４　理事会は役員の過半数の出席をもって成立し、議事は、出席者の過半数をもって決する。
第１３条　役員会は，会長・副会長で構成する。 
２　役員会は、本会の会務の企画又は執行の必要に応じて随時開催し、協議の結果は理事会に提案並
びに報告をする。 

（支部の地域）
第１４条　本会の目的を達成するため、理事会の承認を得て、地域ごとに支部を置くことができる。

（支部組織）
第１５条　支部は、その地域内の会員をもって組織する。

（支部地域変更）
第１６条　支部は、理事会の承認を得て、地域を変更することができる。

（支部の役員）
第１７条　支部に役員として、代表幹事１人及び幹事若干人を置く。
２ 支部の役員は、当該支部の会員の中から選出する。
３ 代表幹事は、支部を代表し、支部の会務を執行する。
４ 幹事は、代表幹事を補佐する。

（支部の会則）
第１８条　各支部は、当該支部に関する会則を定めることができる。
２ 支部がその会則を定めた場合は、理事会に報告するものとする。

（支部幹事会）
第１９条　各支部にそれぞれ支部幹事会を置き、代表幹事及び幹事をもって構成する。
２ 支部幹事会は、必要に応じ、代表幹事が招集し、代表幹事がその議長となる。
３ 支部幹事会は、支部の運営に関する事項を協議する。

（支部の経費）
第２０条　支部の経費は、当該支部所属会員の負担とする。
２ 本会は、支部に補助金を交付することができる。

（会計）
第２１条　本会の運営に要する経費は、会費・寄付金・その他の収入をもってあてる。 
第２２条　本会の会費を次のとおり定める。
　一　正会員は、入会金（終身会費）５，０００円を納付するものとする。ただし、既に学生会員である者の入会金は不要とする。
　二　学生会員は、入会金（終身会費）５，０００円を入学時に納付するものとする。
　三　既に学科同窓会の会員であって本会に入会する者は、その入会金を免除する。
　四　会費の納付方法については，別に定める。 
第２３条　本会の運営に要する経費にあてるため、会員及び学科同窓会等から寄付金を受領することができる。 
第２４条　会計担当理事は毎年、理事会或いは会報で本会の会計を報告する。 
第２５条　監事は、毎年本会の会計を監査する。 
第２６条　会計担当理事は、正会員の要求があれば会計帳簿を随時公開しなければならない。 
第２７条　本会の会計年度は、毎年4月1日から翌年3月31日までとする。 

（雑則）
第２８条　この会則に定めるほか、本会に関して必要な事項は、理事会の議を経て別に定めることができる。
２　理事会は、会則等重要な規定の改正を会報により報告するものとする。

（附則）
１　この会則は、平成２４年３月５日から施行する。
２　この会則は、平成２４年３月卒業者から適用する。
３　会計管理は、事務局が行い代表者は事務局長とする。

（附則）
１　この会則は、平成３０年７月２５日から施行し、平成３０年４月１日から適用する。

（附則）
１　この会則は、令和６年８月１日から施行する。

令和６年度　岡山大学理学部同窓会会計報告
（単位：円）

収　　　入 支　　　出
 摘　　　要 金　額 摘　　　 要 金　額

１　前年度繰越 3,584,265 １　事業費 542,495
   ⑴ 普通預金　　  3,572,048 　⑴ 理学部同窓会実施事業 332,165
   ⑵ 小口現金　　　  12,217 　　会報製作費 1,400 部   127,050

　　製作費振込手数料  　   440
２　会費 554,848 　　同窓会 封筒　　　　28,600
　⑴ R6 年度入学生　  535,000 　　封筒振込手数料　　　 220
　　　@5,000 × 96 名   480,000 　 　会報送料 1,173 通　     164,220
　　　@5,000 × 11 名     55,000 　　ホームカミングデー　       11,635

　⑵ R4 年度以前入学生   19,848    ⑵ 全学交流行事支援事業　100,000
　　 @5,000 × 3 名      15,000
 　　@4,848 × 1 名       4,848 　⑶ 就職活動支援事業　　 　　  0

３　預金利息 544 　⑷ 同窓生進学支援事業 　　　 0
　　 4 月 1 日　　   　15 　　 研究奨励金 ( 博士後期 ) 2 名　100,000
　　10 月 1 日　　　 529

　⑸ 同窓生関東支部総会旅費　110,330
　　 理学部同窓会長　　　　　 49,130
　　 Alumni 理事　　　　　　　61,200

２　事務費　　　　　 13,356   13,356
　   ラベルシール, セロテープ，X スタンパ　　13,356

３　翌年度繰越 3,583,806
　⑴ 普通預金　　　　　  3,583,806
　⑵ 小口現金 　　　　　　　　 0

　　合　　計 4,139,657 　　　　合　　計 4,139,657

理学部同窓会 HP



　　

　　　　 　　

昨年度は3名の若手教員が転出しました。2024年9月末に、高圧下

での物性研究で成果を上げた小林研究室の秋葉和人助教が退職し、准

教授として岩手大学理工学部に異動しました。2024年7月末には、宇

宙背景放射検出器の研究開発を精力的に進めた石野研究室のStever 

Samantha Lynn助教が退職し、研究員として海外企業に異動しました。

2025年3月末には、トポロジカル超伝導体の研究で成果を上げた鄭研究

室の俣野和明助教が退職し、准教授として岡山理科大学理学部物理学科

に異動しました。

新人教員としては、今年度10月に2名が着任しました。片山尚幸教

授は名古屋大学から異動し構造物性の新たな研究室を立ち上げます。

SPring-8を活用してこれまでにない機能性を有する新物質の開発研究

を始めます。安達俊介准教授は京都大学から異動し、石野教授と共に初

期宇宙の解明や、未知の粒子探索の研究を行います。研究面では、昨年

は超高精度固体原子核時計実現につながる結晶中のトリウム229原子核

アイソマーのX線による制御や、高温超伝導体の

機構解明につながる歪み誘起電荷秩序の発見など、

重要な研究成果が発表されました。これらの研究

には皆さんの後輩たちも従事しており重要な貢献

をしています。

地球科学科では、今年度は新入生24名、３年次編入生３名を迎えまし
た。昨年に引き続き、今年も新入生合宿を開催しました。今年は岡山県
高梁市において全長1200m、高低差90mの井倉洞（鍾乳洞）の見学や
フズリナ露頭での化石探し等を実施しました。宿泊先のセミナーハウス
では各班自慢のカレーを作り、交流を深めることができました。

教 員 の 動 向 で は、2025年 ３ 月 に は し も と
じょーじ教授が神戸大学へ異動されました。一方、
2025年４月に、堀安範准教授が着任されました。
惑星科学分野をけん引し、活躍が期待されます。

地球科学科スタッフ一同、より一層学科の発展
に努めてまいります。引き続き地球科学科へのご
支援をよろしくお願い申し上げます。

今年度の生物学科は、32名の新入生と7名の3年次編入生を迎え、活気に満ちたスタートを
切りました。本年1月1日付けで三村真紀子先生と臨海実験所の濱田麻友子先生が教授に昇任
され、阿保教授が理学部長に就任されました。これらの人事により、学科の教育・研究体制が
さらに充実しました。本年2月には、沈教授が小林財団の「第6回（令和6年度）小林賞」を、
菅教授が光科学技術研究振興財団の「第7回 晝馬輝夫 光科学賞」をそれぞれ受賞されました。

現在、生物学科の教員は本館（10名）、2号館（2名）、異分野基礎研棟（5名）、自然
科学研究科棟（2名）、一般教育棟（1名）、牛窓臨海実験所（4名）と、キャンパスに広く

分散して配置されています。この配置により、多様な研究環境
を活用した学際的な研究が促進されています。光熱費や物価の
高騰により学科運営は厳しい状況にありますが、各教員は創意
工夫を凝らし、最先端の研究と質の高い教育の両立に努めてい
ます。学生たちも意欲的に学修・研究に取り組み、学会発表な
どで優秀な成果を上げています。

同窓生の皆様のご活躍とご健康を祈念し、今後とも生物学科
へのご支援をお願い申し上げます。

化学科は、物理化学、有機化学、無機・分析化学の各分野で最先端を切
り開く研究に日々取り組んでいます。2025年3月には長年の研究・教育へ
の多大な貢献をされてきた界面物性化学研究室の久保園芳博教授、有機合
成化学研究室の花谷正教授が定年退職されました。同年4月にはナノ化学研
究室の藤原正澄先生が教授に昇任されました。国際的には、2024年に広
島大学で、2025年にチュラロンコン大学（タイ）で、4大学（国立台湾大学、
チュラロンコン大学、岡山大学、広島大学）合同国際ワークショップを開催

しました。学部3・4年生が英語講義や化学トピックの
グループワークを通じて国際感覚を養います。近年、
OU-SPRING等のフェローシップにより博士後期課程
進学者が増え、アカデミアだけでなく、化学系大手企
業で最先端の研究開発職に就くなど活躍の場が拡大し
ています。化学科で実践する基礎研究は幅広い応用
にもつながります。これからも次世代の化学者を育成
し、社会に貢献します。

数学科では令和6年度に26名の学部生が卒業し、15名の博士前期課程
学生が修了しました。また、今年度は新入生として21名、3年次編入学
生として13名を迎え入れ、博士前期課程には6名、博士後期課程には3名
が進学しています。

教員人事では、昨年の9月末日で伊藤敦准教授が退職され、筑波大学へ
転出されました。さらに、今年3月末日には上原崇人准教授が退職され、
慶応大学へ転出されています。これらに伴い、10
月から伊藤准教授の後任として岡山理科大学から小
野舞子講師が着任しました。

小野講師は可換環論を専門にされています。専門
分野を活かした教育・研究でご活躍いただき、数学
科はさらに発展していくものと思われます。吉野名
誉教授は、今年度も引き続き非常勤講師として理学
部の教育活動に携わっておられます。数学科では新
しい先生を迎え、これまで以上に教育・研究に励ん
でいきたいと思います。

数学科長　鳥居　猛

物理学科長　横谷　尚睦

地球科学科長　寺﨑　英紀

薮口　怜央
（2022 年 3 月　理学部数学科卒業）

森岡　康
（2025 年 3 月　博士前期課程修了、研究科長賞受賞）

榎本　千夏
（2025 年 3 月　理学部生物学科卒業）

甲藤　寛之
（2019 年 3 月　理学部化学科卒業）
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from OB
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Okayama University

Department of Biology 附属臨海実験所 附属界面科学研究施設

　2025年4月、薄膜物性学部門に江口律子講
師の後任として、大槻太毅准教授が京都大学よ
り着任されました。また、粉体物性学部門には
昨年度末に退職された久保園芳博教授の後任と
して、山方啓教授が化学科から異動されました。
これにより、薄膜物性学部門は横谷、村岡、大
槻、粉体物性学部門は山方、後藤の体制になり
ました。薄膜物性学部門では、機能性物質の合
成および電子状態解析の研究が更に進展するこ
とが期待されます。粉体物性学部門では、従来
行われてきたグラフェンやトポロジカルに非自
明な物質の量子物性に関する研究とともに、新

たな研究分野である太陽光
を用いて水から水素を製造
できる光触媒や低コスト有
機太陽電池、発光素子の開
発研究が行われることにな
ります。

異分野基礎科学研究所

J-PEAKS事業の一環として、クライオトモグラフィー
装置Arctisが新設の建物であるKIBINOVE棟に導入さ
れ、すでに導入されているクライオ電子顕微鏡Krios
と一体となって、本学の構造生命科学研究を強力に
推進するプラットフォームができました。また、同じく
J-PEAKS事業の一環である20T強磁場の建設が進め
られています。これら装置の導入・建設により、当研究
所における光合成・構造生物学研究や超電導・材料科
学研究、さらに新規有機太陽電池の開発、量子宇宙、
理論化学研究等の一層の進展が期待されています。人
事関係では、2024年度に仁科勇太教授のグループが
新規に基礎研に加入しましたが、久保園芳博教授が定
年退職し、山方啓教授が新たに理学部から基礎研に移
転してきました。また、沈建仁教授は小林財団より「小

林賞」を、菅倫寛教授は光科
学技術研究振興財団より「第7
回晝馬輝夫光科学賞」を受賞
しました。同窓会の皆様におか
れましては、引き続きご指導ご
鞭撻をお願い申し上げます。

Marine Institute Laboratory for Surface Science Research Institute for Interdisciplinary Science

所長　濱田　麻友子 施設長　横谷　尚睦 所長　沈　建仁

写真の説明
ナイカイムチョウウズムシ（珍無腸動物門・無腸類）：瀬戸内
海に生息する体内に藻類を共生させる動物で、進化の上でも
昔から謎の多い生き物です。臨海実験所周辺にも大量に生息
しており、研究・実習に活躍しています。

共創イノベーションラボKIBNOVE棟に導入されたクライオトモ
グラフィー装置Arctis

附属臨海実験所は昨年度の全面改修を経て、今年度
から太陽光発電でエネルギー消費ゼロになる『ネット・
ゼロ・エネルギー・ビルディング（ZEB）』になりました。
また、今年度から濱田麻友子新所長（マリンゲノム／共
生生物学）が就任し、坂本竜哉教授（適応生物学）と安齋
賢教授（進化遺伝学／水産育種）の教授３名体制とな
り、助教２名、研究員１名、大学院生４名、学部生２名、
技術職員４名での新体制が本格的に始動しています。

臨海実習では、最新の実験手法（環境DNA解析等）を
組み込むといった時代に伴った変化はありますが、野

外での活動を軸に、海の動物を
通じて生命の不思議に触れる
という点は昔から変わりませ
ん。ただ、近年酷暑対策などの
新たな留意点も加わりました。

VOICE
卒業生からの声

▼

VOICE
卒業生からの声

▼

VOICE
卒業生からの声

▼
VOICE

卒業生からの声
▼

生物学科長　 坂本　浩隆
化学科長　甲賀　研一郎

私は学部4年のころから岡山大学の門田研に在籍し、現在は博士後期課
程の学生として4次元微分トポロジーの研究を行っています。特に研究は、

Lefschetzファイバー空間という幾何構造とKirby図
式という４次元の可視化の一種を用いた論文を執筆し
ました。それに関連して多くの研究集会に参加するこ
とができ充実した研究生活を過ごしています。

アカデミアに残り研究者として大成できるようにこ
れからも努力を続けたいです。

大学では火星コア物質の研究に取り組み、その中でSPring-8放射光施設
でのX線分析に携わりました。研究を通して得た装置やデータへの関心をも

とに、今年４月より分析装置メーカーの株式会社リガ
クで勤務しています。現在は研修の一環として、X線
装置の構造や製造、分析技術などを幅広く学んでいま
す。物質の構造を探る面白さを感じながら、地球科学
で培った視点を活かして、今後も成長していきたいと
考えています。

私は2023年に生物学科に3年次編入しました。卒業した現在は博士前期
課程の学生として神経行動研究室に在籍し、ラットの交尾行動の解析などを

行っています。大学院進学後は、卒業研究での研究
成果を学術論文としてまとめたり、学会発表を行っ
たりと初めてのことばかりでしたが、自分にとって良
い経験になったと思っています。現在は新たな研究
テーマに取り組んでおり、知識や技術面での課題も
感じていますが、それらを一つ一つ乗り越えながら、
良い成果を出せるよう日々努力を重ねています。

私は理学部化学科に入学してから博士課程までの9年間岡山大学に在籍し、
水溶液中のイオンの物性について理論・計算化学的研
究を行いました。現在は化学メーカーで、化学プラン
トにおける異常の予兆検知技術の開発に向けて、デー
タ分析や機械学習の勉強を行っています。大学時代と
は異なる領域ではありますが、岡山大学での経験が
今の充実した社会人生活につながっています。

松永　宙海
（2024 年 3 月　理学部物理学科卒業）

　私は理学部物理学科を2024年3月に卒業し、環境生命自然科学
研究科 博士前期課程へと進学しました。学部4年の頃から継続して
安立先生に師事させて頂いています。昨年は、先生のご厚意により、
日本物理学会第79回年次大会に参加させていただき、ポスター発
表も経験することができました。博士前期課程2年となる今年は、
研究と並行しつつ就活も行い少し大変でしたが、無事に意中の企業
から内定を頂くことができ、今は修士論文に向けての研究に専念す
ることができています。研究では理論計算を行っており、その中で
確率過程の計算を扱うのですが、この計算は数値的に重く、一時結
果を得るのにも時間がかかります。そこで、アルゴリズムの改善や、
素性の良いパラメータの選択などでその時間を短縮し、研究の更な
る効率化を図りました。これにより、何とか進捗の目処も立ち、今
年の学会にも参加することができました。プライベートでは、いわ
ゆる「推し活」で推しのライブ参加で全国を回っています。今年の
ライブツアーでは8公演に参加し、推し友と共に充実した推し活を行
えています。残り少ない人生最後の学生生活を、研究もプライベー
トも悔いの無いようやり切りたいと思います。


